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収益

30億円以上



寄付金収入は2億4500万円。全体の8%程度となっている。



ふるさと納税

1億円以上
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寄付を集める

● 寄付で集める「根拠」と寄付に見合う「成果への期待」が必須。

● 事業広報のノウハウとリソースは必須。

● SNS活用やWeb上の動線設計、適切な広告設計など

Webマーケティングの知識、スキルもないと厳しい。

● 立ち上げ時は新規寄付者獲得のための大々的な広報施策、

継続時はこれに加えリピーター獲得のための施策も必要になる。
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寄付を使う

● 基本的には使途が指定されていなければ自由に使える。

● ただし、会計報告など適正に使っているかの説明は必要。

● ただし、広報や次の寄付の獲得のためにも

寄付者にとって納得感の高い使途である必要はある。
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寄付を管理する

● 情報が届いた接点から寄付につながる入り口を設計する

（Webで完結、多様な決裁方法に対応など）

● 入金後は寄付者の個人情報と寄付額を適切に管理する。

（寄付控除対応のため領収証発行、問い合わせ対応など）

● 定期的な活動報告をして次の寄付獲得につなげる

（メールマガジンの発行、寄付者報告会の開催など）
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ふるさと納税の財源としての特徴

1. 通常の寄付よりも寄付単価が高い

2. 固定層を掴みづらく、財源として安定性が低い

3. 年1回、12月入金が大半で、金額の見通しが立ちづらい

4. 通常のふるさと納税の豪華な返礼品が競合となる。

5. GCF参加自治体が増加し、競争が激化している



ふるさと納税の使い勝手

● ふるさと納税を集めた後に、自治体からの補助金として受け取る

ことになるので資金としての自由度が低い

（事業の状況に応じて使途を変えるのが難しい）

● そもそも交付先として自治体に選ばれることが難しい

（自治体との関係性や事業の公益性などが関わってくる）

● 自治体によっては寄付者の個人情報を民間団体に渡せないところ

があり、寄付者と直接コンタクトが取れない場合がある

（寄付者にお礼や次の寄付の依頼をすることができない。高額寄付者であっても！）





寄付金もふるさと納税も獲得するためには、

寄付で集めるための大義名分とそれを社会に伝えるための

一定のノウハウや経験、リソースが必要である。

ふるさと納税は財源としては不安定で、確実性が低い。

また、使い勝手についても課題は多く、事業として

やりたいことを自由にやるための財源としては利用しづらい。
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寄付にしても、ふるさと納税にしても、最初の接点から次の寄

付につながるまでの動線設計が必須。そのためには、Webマー

ケティングの知識、ノウハウや管理フローの設計が必要。



本日はありがとうございました！


